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はじめに 

2016 年 12 月 1 日、「新種の鉱物、Bunnoite(豊石)」の

プレスリリースが公開された。新種誕生のニュースは瞬く

間に全国に広がり、各新聞社の紙面に掲載されたほか TV

ニュースとしても取り上げられた。この新種は鉱物学者：

豊遙秋博士の名を元に誕生している。豊博士の栄誉が世間

へ伝わり、筆頭著者としてたいへんうれしく思う。そして

このたびは物性研だよりへの執筆依頼を受けた。学術誌で

はないこの場では多少ざっくばらんに書いてもよいだろう

か。発見の経緯や命名に関するエピソードにも触れよう。

以下に新種の鉱物 Bunnoite(豊石)を紹介したい。 

 

豊石について 

高知県吾川郡いの町の北には加茂山という小山がそびえ

ている。そこは二億年以上前には海底の砂や泥であった。

それが海洋プレートの運動によって陸側へ押しつけられ、

そこからググッと地表に上がってきて今の姿になっている。

そうして出来た加茂山には鉄やマンガンを多く含む鉱物が

濃集しており、昭和の初め頃には資源として盛んに採掘さ

れた。その堀跡は山の至る所に残されており、豊石もそう

いった場所から見つかった。豊石は濃緑色の葉片状結晶と

なることが多く、完全な劈開と松脂光沢がその特徴である

(図 1)。新種という華やかな文言に比してその見た目は地

味であることは否めないが、私は「渋い」と評している。 

豊石はマンガン・アルミニウム・ケイ素・酸素・水素と

いう地球ではきわめてありふれた元素で構成されながらも、

その化学組成と結晶構造は全く新規のものであった。鉱物

は化学組成と結晶構造で定義されており、そのどちらか、

もしくは両方が新規なら新種(＝新鉱物)となる。これまで

私が関わった数多くの新鉱物の中で、化学組成も結晶構造

も新規だったものは豊石だけである。豊石の研究は私に

とって初めての経験であり、また楽しかった。 

豊石の理想化学式は Mn2+6AlSi6O18(OH)3 と表すことが

でき、その結晶構造は三斜晶系の対称性を持つ。図 2 に豊

石の結晶構造を示す。豊石の結晶構造は四面体シートと八

面体シートの互層構造となっており、四面体シート内では

6 個の四面体が結合したフラグメントが並び、八面体シー

トは菱共有した八面体の縞状組織とそれをつなぐダイマー

からなっている。この結晶構造は豊石が初めてなので、

「豊石型構造」と名乗ることができる。その字面はちょっ

と格好が良い。 

 

図 1．豊石結晶の拡大写真。全体が豊石の結晶。写真の横幅は約

5 ミリ。 

 

 

図 2．豊石の結晶構造。四面体と八面体を主としたシートが交互

に重なる。八面体シート内ではピラミッド型の多面体がペアに

なって、八面体で出来ている列をつなぐという結晶構造が特徴的。 

 

名前に関するエピソード 

新鉱物は国際鉱物学連合の新鉱物・命名・分類委員会に

おいて審査を受け、その承認を得る必要がある。もちろん

名前やその理由も審査される。ここでは豊石の名前につい

て、関係するエピソードを交えて紹介したい。 
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 豊石は学名を Bunnoite と書いて「ブンノアイト」と発音

する。「ite」の部分はギリシャ語で「石」を意味するため、

和文で鉱物を表記する場合は「～石」となる。読者には予想

外かもしれないが「石」は読み方として「セキ」と発音する。

豊石だとその読みは「ブンノセキ」である。また「豊」と書

いて「ブンノ」と読むこの発音は今では例が少ないが、豊後

高田市や豊後水道の読みにその名残が見て取れるだろう。 

一方で豊石の名前は地名ではなく人名に由来しており、

豊遙秋(ぶんのみちあき)博士(1942-)に因む(図 3)。豊氏

というのは平安時代から笙を生業とする雅楽の家系であり、

もともと「豊原(とよはら)」の名乗りであったものが、江

戸初期に一文字苗字が流行った影響を受けて「豊(ぶんの)」

の苗字へ変わったと伺っている。「とよ」と「ぶんの」は

全く違う読みであり、なぜそう変化したかはわからない。

一方で「ぶんの」の「の」については、たとえば「源」を

「みなもとの」と読むのと同じ用法であったそうだ。また

豊博士の名前にある「秋」も通字であり、家系図上では

25 代以上も前から続いている。その「秋」は豊博士の子

息にも受け継がれている。 

 
図 3．豊博士(左)と筆者(右)。2016 年に石川県小松市の山中にて

撮影。 

 

豊博士はこのような伶人の家系に生まれたのだが、小学

生の頃に鉱物に興味をもち、(本人曰く道を踏み外したた

めに)秋田大学および東京大学大学院で鉱物学を修めた。

はじめ東京大学総合研究資料館に勤め、次いで地質調査所

地質標本館において勤務し、2003 年に定年退官された。

1994-2003 年の間には館長を務め、在職中は 6 種の新鉱

物の発見に貢献すると共に、鉱物標本の整理に関する仕組

みを構築していった。定年後はその経験を生かしながら活

躍の場を広げている。たとえば死蔵されていた鉱物標本を

再活用する技術を多くの大学で指導するなどしてきた。こ

ういった豊博士の鉱物学への貢献を称えて、このたびの新

種の名前として提案することに決めた。 

さて、豊博士の名前をもらいたいと決めたとして、それ

を勝手に使うことは出来ない。存命の方の名前を鉱物名に

採用する場合は、本人の同意を得てから申請するという

ルールがある。そこで了解を得るために豊博士が畏友と称

する人物(申請者の一人)に連絡を依頼したのだが、それは

私の失策になった。2014 年 4 月 1 日。その日は見ての通

りエイプリルフールであるが、別の理由で研究者界隈は騒

然としていた。とある研究不正についての記者会見が注目

された。大切なことを伝えるにあたりその日はふさわしく

ないというのが私の感性ではあるが、意に介さない人もい

る。かの畏友氏はよりにもよってそんな日に豊博士へ連絡

を取っていたのだった。後に豊博士から「本当に冗談かと

思った」と伝えられ、平謝りをした経緯がある。そして

2014 年 9 月 8 日に豊石は新種として認められ、その承認

通知が届いた。通知かくにん！よかった。 

 

発見の経緯 

豊石が世に出たきっかけは写真だったように思う。100

ミクロンの物体を撮影して A0 サイズに拡大印刷してもに

じみ無く解像する、そんな撮影装置を組み上げようと当時

の私は試行錯誤をしていた。試作が出来るたびに鉱物を撮

影するが、どうにも相性の悪いものがある。その中には

2000 年に鉱物学会で報告された高知県産アカトレ石

(Akatoreite)が含まれていた。後の豊石である。 

本物のアカトレ石は 1969 年にニュージーランドから見

つかった Mn2+9Al2Si8O24(OH)8の化学組成式を持つ鉱物で、

後年にイタリアからも見つかっている。高知県産アカトレ

石の特徴を写真で表現することの難しさに悩んでいたとき、

海外のアカトレ石がふと気になった。インターネットを使

い調べたところ、それは同じ鉱物とは思えないほど鮮やか

である(図４)。違う鉱物を手にしたのかという疑問が浮か

び、高知県産アカトレ石を分析するも出てくるデータは公

表されている内容と同じであった。 

 

図 4．イタリア産のアカトレ石(橙色部)。写真の横幅は約 10 ミリ。 
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 豊石とアカトレ石は見た目が異なるものの、実は両者は

データとしての区別が難しい。どちらも格子サイズが大き

めな三者晶系なのでX線回折線の数が多く、天然物である

が故のコンタミもあって決め手に欠く。分析データはどう

であろうか。分析データは主に酸化物重量として出てくる

のでその比較が大切であるが、豊石とアカトレ石の酸化物

重量は顕著な差がない(表１）。ただ豊石の酸化物重量を

使ってアカトレ石型の組成式を組むとわずかなズレが生じ

る。一方でその程度のズレは誤差と考えることも可能で、

判断が難しい。装置の調整と分析を何度繰り返しても結果

は同じであった。そうなるとそのわずかなズレが決定的な

違いのように思えてくる。いつしか高知県産アカトレ石は

本来のアカトレ石とは似て非なる別の鉱物であるという確

信を抱くようになり、集中して調べるようになっていた。

そうして豊石という新鉱物が誕生した。論文はMineralogy 

and Petrology 誌の 2016 年 12 月号に出版された[1]。 

 

表１．豊石とアカトレ石の理想酸化物重量の比較。 

 豊石 アカトレ石 

SiO2 41.72 37.17 

Al2O3 5.90 7.88 

MnO 49.25 49.37 

H2O 3.13 5.57 

Total (wt%) 100 100 

 

おわりに 

セレンディピティというほどではないが、新鉱物の研究

は些細な出来事を契機として唐突に始まることが多い。豊

石の場合は写真がきっかけであり、空腹の猫が新鉱物発見

の端緒を開いたこともあった。いずれにしても鉱物はそれ

自体や名前にもエピソードが満載されている。最近ではイ

ンターネットで情報が簡単に手に入るようになった。もし

お気に入りの鉱物ができたなら名前の由来だけでも調べて

みるとよいだろう。そこにはおもしろい物語が潜んでいる

かもしれない。 
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